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（一財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団提供資料
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渡良瀬遊水地の保全・利活用協議会合同部会への意見 

１、自治体を中心に地域が一体として統一した目標（ビジョン）を持て保全・利活用の検

討を進めることが望まれます。 

①そのためには、遊水地の現状に対する環境等の評価、魅力、情報、課題の整理、共

有し、同じ情報での意見交換が必要と思われます。 

②遊水地の価値や魅力を活かし、わかりやすいビジョンで方向性を明確にすることで

多くの人の理解や協力を得ることができると思います。 

    ・価値・・地域や流域全体で理解できるように 

イ、治水、利水機能 

・・流域の安全を確保している利根川の要の施設 

首都圏の安全、安心・・治水・利水 

・・地元の犠牲や協力の歴史がある  

       ロ、自然環境、広大な空間 

        ・・世界的にも貴重な自然環境・多くの動植物の生息の場です 

        ・・広大な空間では多様な利用が行われている     

  ③広大な空間を有する遊水地は、地形、環境、利便性など地域により、さまざまであ

るが、それらを生かした地域つくりなどが進められるが参加団体等のそれぞれの立

場を尊重し、目標に向かって議論を進める。 

   ●各地域の特徴を生かした自然との調和のとれた活用 

     イ、第１調節地：谷中湖を中心とした様々なレクリエーションの場 

             旧谷中村跡等ふれあい、情報交換の場 

       第２調節地：湿地再生事業を踏まえた湿地豊かな環境の場（学習、観察）  

       第３調節地：比較的従来の環境が残る渡良瀬の自然を学ぶ場 

  ④遊水地の環境等の情報を継続的に把握し、その変化など明確にして保全の見直し等

を行っていくことが望まれる。 

２、部会でビジョンをもとにアクションプログラムを検討計画し行動する。 

   プログラムは、遊水地の治水、利水機能の確保を前提とし、将来にむけて継続性の 

  ある計画であることが必要で、市民参加のもと河川管理者、自治体、各団体、専門家、 

  市民の役割分担（計画、保全、利活用、管理、予算等）を明らかにして、保全、利活 

  用の確認などしていくことが望まれる。 

３．具体的な検討にあたって 

  ①渡良瀬遊水地の環境保全や利活用にあたっては、地域の人々の意見を取り入れたグランド



（一財）渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団提供資料

2 

デザインがあり、その中では遊水地の機能を前提として環境保全、利活用に当たって留意

すべき事などが明記されており具体的に各計画検討時の留意、配慮事項となるもので今後

の検討にあたっては、ラムサール条約登録を踏まえグランドデザインの考え方を取り入れ

保全利用の検討していくべきと思います。 

②ラムサール条約の登録は、現在のヨシ原を中心とした湿地環境とそこに棲む動植物が中

心となり登録されたと思います。このことを基本に考えていく必要があると思います。 

現在の環境は、ヨシの利用者等により長年ヨシ焼きによるヨシ原が維持されて来ている

ところが大きいと思います。継続したヨシ焼き実施が必要と思います。 

財団では、ヨシ焼きの効果調査をしています。 

  ③自然環境の保全と環境生かした利用が基本と思います。そのために渡良瀬遊水地の環境 

   を正しく多くの人に知ってもらい保全し活用していくにはどうするかを自治体、住民がな 

   におすべきか検討が必要と思います。 

④各種調査、研究結果など関係機者の協力などえて資料収集とりまとめ関係機関での利用

の便を図る事が必要と思います。また、これらの資料もとに環境学習の支援、案内などを

進めて行くことが効果的と思います。 

   財団では、各種動植物の図鑑等作成し配布してきました。 

        ・体験活動センターわたらせをオープンさせ情報提供、学習の拠点として利用 

         出来るようにしています。 

        ・小学生を対象とした環境学習の支援を長年実施してきています。 

⑤遊水地の案内や利用の要望は、増大しています。遊水地の環境保全や利活用は、人材確

保、育成が必要と思います。 

貴重植物の盗掘や昆虫の無謀な採集も見られますパトロールなど対策が必要と思います。 

財団では、Ｅボートの安全講習やボランティアの養成講座、専門家の協力をえて動植物の

観察会、相談会を行っております。 

        ・貴重植物の自生地保全活動等を行っています。保全手引書の検討 

⑥遊水地の広報についても統一性が必要と思われます。 

各自治体等主催の行事等は主催者で行っていますが、遊水地の年間行事情報としてま

とめて年度初めに広報することにより、利用者にわかりやすい情報となり、利用の促

進が図れます。 
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平成 26年 8月 27日
事務連絡

わたらせ未来基金

事務局 内田孝男

第 2回渡良瀬遊水地保全・利活用協議会 合同部会での資料提供について

１ 第２調節池 環境学習フィールドにおける活動紹介

わたらせ未来基金では、「渡良瀬遊水地湿地保全・再生プロジェクト」と

して、毎月モニタリングとメンテナンス：「ヤナギ・セイタカアワダチソウ

除去作業」を実施しています。現在試験再生されている多様な形の池・湿地

を利用していくには、保全が必要です。折角の湿地も手を付けず放置すれば、

荒野となってしまいます。多くの皆様に係わり戴き、保全のためのメンテナ

ンスをご一緒に進めませんか。

参照－１ 実施計画書

  －２ 下野新聞掲載記事

２ 各部会の構成員について

   構成員は規約別紙１に記載されていますが、関係する４県（栃木、茨城、

埼玉、群馬）については明確でなく、オブザーバー的な形でしょうか。

   栃木県は、渡良瀬遊水地において県主催の外来種除去の計画もあるよう

です。できましたら、正規の構成員として～県・～課として明記、関与し

てほしいと考えます。ご検討をお願いいたします。
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参照－1 

平成 26年度 わたらせ未来基金 渡良瀬遊水地湿地保全・再生プロジェクト 

実施計画書 

平成26年度

　　　　　　　　　　　　　　   主催：わたらせ未来基金

後援：利根川上流河川事務所

月　　　日 内　　　　容

H26年４月２０日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

　      ５月１１日（日） 自然観察会、ヤナギ除去作戦

　      ６月２２日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

　      ６月２８日（土） 第1回ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦（官民協働）

      　７月１３日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

　      ８月２４日（日） 第2回ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦（官民協働）

　      ９月２１日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

      １０月１９日（日） 第3回ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦（官民協働）

      １１月１６日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

      １２月２１日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

H27年１月１８日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

         ２月１５日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

         ３月２２日（日） モニタリング調査、湿地メンテナンス

ヨシ焼き跡状況の調査

・期日：主に毎月第３日曜日に実施予定

・時間：9：30～11：45

・野鳥、植物その他フィールドでのモニタリング

　湿地メンテナンス：ヤナギとセイタカアワダチソウの除去

集合時間：6月から9月は夏時間9：００とする。

なお、実施については他団体との調整も生ずることもあり、

集合場所、時間等変更も見込まれるため、

決定次第,随時ＨＰはじめ通信等で連絡。

　湿地保全・再生プロジェクト スケジュール
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「渡良瀬遊水地エコミュージアム

歴史と自然のまるごと博物館」を提案します！  2014年提案 

渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会      

１ 遊水地の豊かさを享受しよう

 100年前に、村人たちが湿地や湖沼から恵みを受けたように、遊水地は、人の営みと共にあり維持されて

きました。ラムサール条約湿地としての利用は、これからまた次の世代に豊饒をもたらす地であってほしい

と願います。 

・遊水地の歴史、洪水と闘ってきた人々の知恵や、自然の摂理を学び、そこから「人が自然と共に 

生きる生き方」を学ぶ。 

・遊水地の豊かな自然を観察する。 

・大小の池、地内水路での豊かな漁 

・ヨシズづくりの継続、スゲ笠づくりの伝承

・豊かな自然を利用したスポーツ、レクリエーション 

・新しいヨシ利用を探る――新しいヨシの産物、地元名産品の掘り起こしなど

２ 遊水地の歴史を踏まえ、湿地を保全し、より豊かに育てるために

（１）第一調節池   

・谷中村の存亡から遊水地の歴史を学ぶ場と位置付ける。

・自然を楽しむ様々なレクリエーション、スポーツの場とする。

・谷中湖の自然を取り戻す―コンクリート護岸を植生護岸とする。そのために水位を低下させて、  

一定に保つ。 

（２）第二調節池 

・特にラムサール条約湿地として、国土交通省の「渡良瀬遊水地湿地保全・再生基本計画」に基づき、豊

かな湿地を維持する。

① 湿地・沼は水路をめぐらし、水を循環させる。

② 与良川の流量を増加させたり、下流での稼働堰により湿地の湿潤化を図る。

③ 掘削地の代掻きを定期的に行う。

④ 湿地の観察、調査を定期的に行い、湿地の管理に生かす。

・環境学習フィールドでの学習・観察を観察指導員（インストラクター）と共に行う。

・ボランテイア活動で、湿地保全を図る。

・このように湿地保全について配慮しても、あまりにも多くの人々が訪れると、人圧で環境に影響が出る

ことが心配されます。また、野鳥の繁殖期には、人の往来が支障をきたすと予想もされます。そこで、

状況をみて、次の手段を取ることが必要と考えます。

① 特に重要な湿地の周辺は自然観察者数を制限する。

② 野鳥の繁殖期には、観察歩道、観察水路の一部を利用禁止にする。

（３）第三調節池

・調節池全体をサンクチュアリー（聖地）とし、湿地の維持に必要な保全の作業を行う。
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３ 湿地保全・再生、来訪者のためのセンターをつくろう

渡良瀬遊水地が「ラムサール条約湿地」に登録された意義を知らせ、ラムサール湿地の保全・管理

を目的としたセンターを、四市二町と住民がそれぞれの立場で協力しあって設置することが必要です。

 センターの内容は次のようにします。

（１）「総合的な企画・運営」と「湿地の管理」 

① 住民、行政同数で構成する運営委員会をつくり、企画・運営にあたる。

② センターの設置や運営は、原則として公費による。

③ 湿地再生地のモニタリングをおこなう。

④ 専従の学芸員を置き、湿地の維持・管理についての提言をする。

（２）ビジターセンターの役割 

① 利用者へのサービス―アクセス等の案内、遊水地パンフレット・資料の備え、おみやげ販売

    弁当の出前（手配）、自転車貸出の案内など

② 観察会の企画、ガイド

③ エコツアーの企画・ガイド―ヨシ焼き見学、ツバメのねぐら入り観察、観察会など

④ 観察指導員（インストラクター）の養成

（３）学習センターの役割 

① 遊水地の歴史、治水の役割について展示・説明 

② 「ラムサール条約湿地」登録の意義―日本と世界の湿地状況などを紹介 

③ 渡良瀬遊水地の自然の特徴、地形・地質等の展示 

④ かつての農業・漁業の営みの再現、ヨシズ、スゲ笠づくり実演展示 

⑤ ガイドブック、関連図書の展示・販売、その他 

（４）関連施設について 遊水地の外に、次の施設を設置したいと考えます。

① 遊水地の自然を享受し、環境、歴史、漁業など総合学習の場となる施設 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ！「渡良瀬遊水地エコミュージアムを考える シンポジウム ー新たな町おこしと共に」を開催 

 日時：10月25日（土）１３：１５～16：40   会場：栃木商工会議所 

基調講演「釧路湿原を守る市民と行政の取り組み 調査から町おこしの歩みー」 

   講師：新庄 久志氏（釧路国際ウエットランドセンター 主幹） 

基調報告：横森源治氏（利根川上流河川事務所長）、荒牧まりさ氏（関東地方環境事務所野生生物課長） 

 嶋津暉之（渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会・世話人） 

パネルデイスカッション 

パネリスト：新庄久志氏、横森源治氏、鈴木俊美栃木市長、大久保寿夫小山市長、２市2町首長（交渉） 

白井勝二氏（渡良瀬遊水地ハートランドプラン専門者会議・座長）―予定、他 

・・・・・・・・・・・・                               
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